
 

 

令和３年度 気象警報の発表及び、大地震の発生・情報に伴う対応 

横浜市立領家中学校 

１．気象警報等の発表に伴う登校・下校についての対応 

◎「横浜市内」に対して発表された警報等が該当します。 

◎生徒の登校の対応については原則、学校からは連絡しません 

◎生徒の登校後に「暴風警報」「大雪警報」「暴風雪警報」「降灰警報」「特別警報」が発

表された場合は、下校時間を変更するなど適切な措置を講じます。 

 

２．大地震発生時の対応 

◎横浜市内のいずれかで「震度５強」以上の地震が発生した時 
 

   〇家にいる時 → 当日及び翌日「休校」になります 

     

   〇登下校途中 →  家に近い場所  → 安全を確認しながら家に向かいます 

             学校に近い場所 → 安全を確認しながら学校に向かいます 

  〇学校にいる時 → 引き取りカードに記載されている人が迎えに来るまで 

学校留め置きとなります 

 

３．南海トラフ地震臨時情報（巨大地震警戒・注意）発表に伴う対応 

◎南海トラフ地震臨時情報（巨大地震警戒・巨大地震注意）発表 

原則 通常通り登校します。 

◎教育委員会より「全市一斉休校」の指示があった場合は「休校」になります 

① 次の４種類のいずれか１つでも発表継続中の場合の対応は、次の通りです   

「暴風警報」 

「大雪警報」 

「暴風雪警報」 

「降灰予報」 

午前６時の時点で発表継続中の場合は、 

「休校」になます。 

②「特別警報」発令の場合は、次の通りです 

大雨・暴風・ 

暴風雪・大雪など 

教育委員会の指示により「全市一斉休校」になる場

合があります。 

③「暴風警報」を伴わない場合の対応は、次の通りです。 

「大雨警報」 

「洪水警報」 

 

 

学校から「自宅待機」の連絡がない限り、原則して

通常通りの登校とします。 

地域により登校が危険であると家庭が判断して登校

させなかった場合でも欠席にはなりません。 
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